
 

 

 

 

 ７月に入り、蒸し暑い日が続いていますね。期末考査が終わり、勉強のために来館する３年生や、本

の貸し出しや返却のために来館する１、２年生が多くなってきました。蝉の鳴き声も聴こえるようにな

り、いよいよ夏本番！これから補習に部活に忙しくなると思いますが、この厳しい暑さとうまく付き合

いながら、充実した夏にしていきましょう。また、裏面の新着図書が間もなく入る予定ですので楽しみ

にしていてください。 

 

 
７月１３日(月)から１６日(木)の保護者会の期間中と１７日(金)終業式の日は、図書館は午後４時ま

で開館しています。どうぞご利用ください。 

                                                   

                         

通常の貸し出しは２冊までですが、以下の期間は５冊まで借りることができます。 

   ７月１０日(金) ～ ３１日(金) → 返却日は８月１９日(水)[出校日] 

   ８月１９日(水)[出校日]  → 返却日は９月１日(火) 

     図書館入口の返却ボックスに返すのはいつでも可能です。 

夏休み中は、１，２年生の補習のある日と出校日(8/19）の午後１時から４時まで開館しています。 

 

 

図書館の中の展示ケースでは、現在、２の８高柳君の「恐竜」についてのコレクションの展示を行っ

ています。展示ケースに飾るものは随時募集しています。自作品、収集品等何でもＯＫです。また、２

年生が修学旅行で訪れるＵＳＪに関連するもの（スーパーマリオ、ハリーポッター等）も募集中です。 

 

  

 

図書館では 7/15(水)まで七夕フェアーを開催しています。笹が笹飾りや短冊で美しく飾られています。

皆さんも願い事を書きに来てください。 

 

 

 

７月１７日（金）１２:３０から図書館でビブリオバトルを行います。本を愛する人々が自分の推しの

本を紹介します。勝敗を決めるのは観客の皆さんです。発表を聞いて、良かったと思う本に一票を投じ

てみませんか。当日自由参加できますので、ぜひ聞きに来てください。 

 

  

１年生は夏休みの宿題の一つとして、全員提出してください。２・３年生は希望者のみ、図書館に提

出しに来てください。まとまった時間の取りやすい期間です。あまり読書の習慣のない人も、一冊は何

か読んでみましょう。それをきっかけに世界が広がるかもしれません。読書感想文の要項は以下のとお

りです。 

  

・ Ａ4サイズの原稿用紙に縦書きです。原稿用紙は自分で用意してください。 

・ 原稿用紙５枚です。(1601字以上 2000字以内) 

・ 横向きに置いて右肩をホッチキスで留めてください。 

・ タイトル・組番号氏名・書籍名・作者名の４項目を原稿用紙１枚目の枠外に書いてください。 

・ 提出日は８月１９日(水)[出校日]です。  

 

【参考】 第７２回青少年読書感想文全国コンクール課題図書 

   藤ノ木優 著  『スウィッシュ！』 (徳間書店) 

   早志百合子 著  『平和のうぶごえ「原爆の子」として生きた８０年』 (毎日新聞出版) 

   ペネロピ・ライヴリー 著  『ノアハム・ガーデンズの家』(ゴブリン書房) 

 

読書感想画も募集します。締め切りは１２月です。詳しくは掲示物をご覧ください。 

 

   

   

『 地獄の道化師 』（ 江戸川乱歩 ）                【１年図書委員】 

この物語は昭和前期の東京が舞台で、混雑する踏切で起こった彫像轢死事件が解き明かされていきま

す。ある娘が何者かに惨殺され、その屍体が石膏像の中に塗り込められていたという事件から始まり、

その事件の被害者である娘、野上みや子の妹、野上あい子や、世に聞こえた新進のソプラノ歌手である

相沢麗子が「地獄の道化師」に命を狙われます。その後、名探偵である明智小五郎に依頼がいくという

のが、この物語のあらすじです。 

この物語を読み終わったとき、犯人の意外性にとても驚かされました。そして、犯人の心情を思うと、

犯人だけが悪いとは一概には言えない結末でした。興味を持った人は、ぜひ一度読んでみてください。 

 

『 流浪の月 』（ 凪良ゆう ）                    【１年図書委員】 

 引き取られている伯母の家に帰りたくなくて、公園で雨に降られてびしょびしょになっている９歳の

少女、更紗。そんな更紗に傘を差し出し、部屋に入れた大学生の佐伯文。文の家で２か月間自由にのび

のびと暮らしていた更紗だが、誘拐の罪で文は捕まり、更紗の幸せな暮らしは終了した。しかし二人は

15年後、偶然の再会を果たす。ＤＶ彼氏から逃げてきた更紗は文とまた一緒に暮らし始めるが、世間か

ら被害女児と加害者という烙印を押されている二人は奇妙な目で見られ続けていく。 

 事実と真実、善意とは、普通とは、を考えさせられる物語です。また、二人の、家族でも恋人でも友

人でもない関係、「名前のない絆」が切なく、引き込まれます。ぜひ読んでみてください。                                   
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